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閉会

（２）全体討議　｢SDGsサイバーフォーラムコモンズ｣のニーズ、課題を考える

　　　新しい価値の創造を目指すPBL授業の普及・推進方策の仕組みとして、昨年度に提案した「大社接続PBLマッチング
　　サイト」を再構築し、メタバースを活用するなどクラウド上にSDGsの解決を目指した知の創造を展開する共創活動の
　　拠点を設け、分野を横断したフォーラム型｢SDGsサイバーフォーラムコモンズ｣構想案のニーズ、行動計画に向けた課
　　題を意見交換し、クラウド上でのオープンイノベーション推進の実現に向けて理解の共有を図ります。

17:00

　

16:50

　
　　　SDGs(持続可能な開発目標)の解決を目指した共創活動を仲介する仕組みとして、クラウド上に意欲の
　　ある大学生・企業・民間の団体及び研究組織・社会　の有識者を対象としたマッチングサイト（｢サイバ
　　ーSDGsフォーラムコモンズ｣）を構築し、企業・社会の知的資源を仮想空間の場で大学教育と融合する
　　共創活動の仕組みと行動計画に向けた課題について提案します。

　　　ＤＸ人材採用枠として、クリエイティブ系の枠を設置し、データ分析やデザインに通じた学生採用の取組みについ
　　て紹介とＤＸ人材育成に対する大学への期待をお話しいただきます。

　　　illuminate（照らす）とdata（データ）を合わせ、顧客のデータに光を当てて新しい価値を生み出し、経営課題
　　の解決や事業の成長に、DXを支援する取組み「Lumada（ルマーダ）」について紹介いただくとともにＤＸ人材育成
　　に対する大学への期待をお話しいただきます。

  小幡　寛斉　氏　　パナソニック株式会社　オペレーショナルエクセレンス社
　　　　　　　　　      リクルート＆キャリアクリエイトセンター　事業会社コンサルティング室　室長

 公益社団法人 私立大学情報教育協会会長　向殿　政男　氏

　
　日本は世界の中で成長力、競争力、デジタル化など多くの分野で地盤沈下を起こしており、危機的な状況にあり
ます。これを打開していくには、大学と社会が連携・接続し、大学の多様な知と社会の現場感覚や知見などを組み
合わせ融合する中で、一体的にイノベーションを起こしていく仕組みが必要です。
　大学での知の創造に加え、社会や企業などを巻き込んだ｢共創活動の拠点｣を設け、新たな価値創造に立ち向かう
日本としてのオープンイノベーションの仕組みが必要です。
　そこで、本年度の産学連携人材ニーズ交流会では、データサイエンス・AIなどを活用して社会の変革に取組む企
業から大学教育に対する人材育成の要望・意見を聞き出すとともに、企業等社会の知的資源をクラウド上で大学教
育と融合し、新しい価値の創造を目指す共創の場づくりの仕組みを考える機会にしたいと考えています。

第１２回産学連携人材ニーズ交流会

13:00

公益社団法人 私立大学情報教育協会

　　　　

１．開催趣旨

　日　時　：　２０２２年３月１６日(水) １３：００～１７：００

　配信会場：　アルカディア市ヶ谷（私学会館） オンライン開催（Zoom使用）

　　　　　　  東京都千代田区九段北4-2-25   TEL 03(3261)9921 (代表)

２．プログラム

(１) 「DX人材採用枠によるクリエイティブ系人材採用の取組みと大学教育への期待」

（１）新しい価値の創造を目指す大学と企業・社会による共創活動の仕組みの提案

大原　茂之　氏　（公益社団法人 私立大学情報教育協会情報専門教育分科会主査)

  藤澤　陽介 氏　　住友生命保険相互会社 情報システム部 AIオフィサー

　　　ウェアラブル端末で取得した歩数・心拍数や健康診断の結果などを用いて、保険料を変動させる生命保険ＤＸの
　　取組みについて紹介いただくとともにデータサイエンス人材育成に対する大学への期待をお話しいただきます。

13:10  

  冨田  幸宏  氏　　株式会社日立製作所 ＩＴデジタル統括本部
                                             　　  ＤＸ戦略本部   ＤＸ戦略推進部 部長

15：20

(２) 「Lumada（ルマーダ）」で企業のＤＸを支援する取組みと大学教育への期待」

15：10

(３) 「Vitality」による生命保険ＤＸの取組みと大学教育への期待」



　　　(1) 交流会の内容は編集し、私情協サーバーからインターネットにて配信を予定しております。
　　　(2) 映像は、参加者の発言内容が特定されないよう会場全体の俯瞰映像とし、交流会での発言は固有

(2) 企業関係者

　

　　   〒102-0073  東京都千代田区九段北4-1-14 九段北TLビル4F

　　　　の大学名、企業名でなく「我が大学」、「我が社」などの表現で発言していただく予定にしており
        ます。

５．参加費

　　　　申込書は（http://www.juce.jp/LINK/sangakurenkei2022/）に2月9日までに掲載します。

　　本事業に賛同する企業の経営責任者、人材育成部門・事業部門の責任者及び担当者

　

８．問い合わせ先

　　 ダウンロードしてメールにて(info@juce.jp)迄お送り下さい。

(1) 大学関係者

３．参加対象者

　　   公益社団法人 私立大学情報教育協会事務局　

　　   TEL:03-3261-2798 FAX03-3261-5473　E-mail:info@juce.jp

　　私立大学の教員、職員

４．運営方法について

　　　無料

　   　別紙申込書にて2022年3月11日（金）迄にお申込下さい。


